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第２章 調査結果の概要 
 

１ 一般廃棄物の広域移動状況 

平成 20 年度に全国の市町村が民間業者等に最終処分を委託し都道府県外へ搬出し

た一般廃棄物の量（都道府県外搬出量）の総計は、30.7 万トンとなっている。ブロッ

ク別にみると、関東ブロックが 20.8 万トン（都道府県外移動総量に対する割合：

67.7％）で最も多く、次いで、中部ブロックが 5.7 万トン（同：18.5％）、以下、北海

道・東北ブロックが 1.8 万トン（同：5.7％）、近畿ブロックが 1.1 万トン（同：3.6％）、

九州・沖縄ブロックが 0.8 万トン（同：2.8％）となっている。 

 

表 2-1 一般廃棄物の都道府県外移動量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千t/年）

ブロック内移動量 ブロック外移動量
北海道・東北 18 (5.7%) 14 3
関東 208 (67.7%) 50 158
中部 57 (18.5%) 13 44
近畿 11 (3.6%) 6 5
中国 3 (0.8%) 0 2
四国 3 (1.0%) 3 0
九州・沖縄 8 (2.8%) 7 1

合　　計 307 (100.0%) 93 214
注）大阪湾広域臨海環境整備センターの実績は含まない

都道府県外移動量
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全国を７の広域処理ブロックで一般廃棄物の広域移動量をみると、関東ブロックか

ら搬出された廃棄物が北海道・東北ブロック、中部ブロックへ、中部ブロックから搬

出された廃棄物が関東ブロックへ多量に移動している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 広域処理ブロックでの一般廃棄物の広域移動量 

　凡例

５千トン～１万トン

１万トン～５万トン

５万トン以上

九州・沖縄

関東

北海道・東北

近畿
中国

四国

中部
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２ 産業廃棄物の広域移動状況 

平成 20 年度に中間処理又は最終処分目的で都道府県を越えて広域移動した産業廃

棄物の量（都道府県外搬出量）の全国計は 3,810.4 万トンとなっている。ブロック別

にみると、関東ブロックが 1,648.5 万トン（都道府県外移動総量に対する割合：43.3％）

で最も多く、次いで、近畿ブロックが 692.7 万トン（同：18.2％）、以下、中部ブロッ

クが 638.1 万トン（同：16.7％）、北海道・東北ブロックが 270.8 万トン（同：7.1％）

となっている。 

 

表 2-2 産業廃棄物の都道府県外移動量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千t/年）

ブロック内移動量 ブロック外移動量

北海道・東北 2,708 (7.1%) 1,577 1,131

関東 16,485 (43.3%) 14,089 2,396

中部 6,381 (16.7%) 2,966 3,415

近畿 6,927 (18.2%) 4,274 2,654

中国 2,180 (5.7%) 867 1,313

四国 1,276 (3.3%) 360 917

九州・沖縄 2,145 (5.6%) 1,802 344

合計 38,104 (100.0%) 25,934 12,170
注）大阪湾広域臨海環境整備センターの実績を含まない

注）排出先不明を除く

都道府県外移動量
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 全国を７の広域処理ブロックで産業廃棄物の広域移動をみると、関東ブロックから

搬出された主なブロックは北海道・東北ブロック、中部ブロックとなっている。 

近畿ブロックから搬出された主なブロックは、中部ブロック、九州・沖縄ブロック、

中国ブロックとなっている。 

中部ブロックから搬出された主なブロックは、近畿ブロック、九州・沖縄ブロック、

関東ブロック、北海道・東北ブロックとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 広域処理ブロックでの産業廃棄物の広域移動量 

 

 

 

 

 

 

 

　凡例

１０万トン～２５万トン

２５万トン～５０万トン

５０万トン以上

九州・沖縄

北海道・東北

近畿

中部

四国

中国

関東


